




ト焼結体）を，炉頂より炉内の結晶育成用るつぼ上部に設置された

滴下るつぼ内へ一定の間隔で連続的に投入する。ペレットは滴下る

つぼ内で融けて液滴となり，結晶育成るつぼ内の融液上へ滴下する。

原料ペレットの供給速度を育成るつぼ降下速度すなわち単結晶育成

速度と同期させ，かつ，液層から単結晶として析出する組成が一定

となるように供給するペレットの組成を適切に選ぶ。このことによ

り，るつぼ内の液層厚と液層組成を常に一定となるように保つこと

ができる。その結果，ペレットを投入しながらるつぼを降下させる

滴下育成を連続して行うことで，組成が均一で長尺の単結晶育成が

可能となる。しかし，実際の結晶育成においてこの原理にしたがい

単純に滴下操作を行っただけでは結晶の組成が均一にはならない。

その原因としては，結晶育成中の炉内温度の変動が考えられる。す

なわち縦型管状炉内で結晶育成を行った場合，ヒーター温度を一定



布は計算を簡略化するため直線近似している。炉内の軸方向の中心

部分で温度が低く，温度分布にくびれた部分が現れているのが特徴

である。この状態から，炉内温度全体を一定速度で冷却した時の結

晶内温度分布を計算し，その温度分布から熱応力を算出した。熱応

力分布の計算結果を Fig. 8 (b) に示す。応力分布は半径方向に対称

であるため，結晶を縦割りにした半分の領域のみを示す。熱応力が

最も大きい場所は，軸方向の中心の結晶表面であることが分かる。

この位置は，Fig. 8 (a) で示した温度くびれ部に対応している。し

たがって，温度くびれ部で発生する大きな熱応力により，単結晶中

にクラックが発生している可能性があるといえる。


